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Smartphoneの進化と消費電流試験/発熱試験の重要性

Smartphoneの登場により、ユーザはWebサイトの閲覧や動画の視聴など、大量のIPデータを処理するアプリケーション
の使用に多くの時間を費やす様になりました。また、通信量の増大に対処すべく3G → 4G → 5Gと通信方式が進化し、よ
り高周波化、通信の高速化が進んでいます。このようなSmartphone使用時間の長時間化や通信方式の進化と共に、消費電
流増大および発熱への対策が継続的な解決すべき課題となっています。

　　Smartphone 世界の通信データ使用量（月当たり）
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• �通信データ使用量の年平均成長率は 75.4%

• �2019年時点で、Smart phone 1台が1ヶ月に使用する 
通信データ量は7.2 GB

Ericsson Mobility Visualizer Tool（Nov 2019）より

5G端末に効果的な
消費電流試験/発熱試験環境を提供
SmartStudio NR	 MX800070A
Radio Communication Test Station	 MT8000A
Signalling Tester	 MD8475B

各種無線状態の実現

商用UE開発における評価の課題

実使用状態

複合的で安定した再現環境

高負荷環境

一方、実網を利用した評価の場合、他UEからの干渉など外的要
因により、再現性の高い安定した環境や高負荷環境の構築、無線
状態の柔軟な変更が難しいため、シミュレータ環境での評価が
求められています。また、UE開発における実装評価の初期フェー
ズでは、高負荷時の消費電流評価/発熱試験やHWドライバ異常
時の対策、仕向け地毎のカスタマイズなど、UEベンダ独自の評
価も必要となるため、オペレータ受入試験の評価に加えてより
柔軟な評価環境が求められます。

SmartStudio NRは、5GのUE開発における実装評価の初期
フェーズにおいて、消費電流試験や発熱試験時に適した安定的
で柔軟性の高い複合的な評価環境を提供します。

消費電流試験/発熱試験のターゲット

SSNRソリューション
CATシステム

端末ベンダ独自の試験項目

高負荷環境下での試験項目

オペレータが規定する試験項目

業界団体が規定する試験項目
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実使用状態に近く安定した評価環境を柔軟に設定可能

• 柔軟にパラメータを設定でき、実環境に近い環境を安定して再現することが可能。
• GUI上の設定のみで簡単に環境構築でき、テストスクリプトを作成する必要なし。
• 低消費電力化に必須であるCDRX/RRC Status Change機能を搭載。

各種機器の外部制御を可能とするインタフェースを搭載（SSM/GPIB）

• 長時間試験や繰り返し試験など、試験の自動化に貢献。
• 本ソリューションの構成機器として、既に所有されている機器、コントローラなどを活用可能。

外部サーバやインターネット接続を、容易に設定可能。

CA/MIMO/Power出力などの設定を柔軟に変更し、実環境での再現が困難な高負荷環境を実現。

IMS Servicesにより、VoLTEなどの実使用に近い状態を 
安定的に再現可能。

SmartStudio NR

Test device

Control PC
(Ex. SSM)

External Control I/F

Power Supply


